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１．はじめに：当センター管内のＡと畜場において、豚丹毒により廃棄処分された豚は、平成１５

年度には８７頭（全部廃棄頭数全体の２３％）で、膿毒症（１７６頭：同４６％）、敗血症（９４頭：

同２４％）に次ぐ高い廃棄率となった。本県では豚丹毒ワクチンの接種率が高いにもかかわらず、

このように豚丹毒が頻発する傾向が続いている。昨年度において、廃棄豚から分離された豚丹毒の

ＤＮＡ解析を行ったところ、１２６株中７２株がワクチン株と同一パターンを示したことから、今

回、引き続き、と畜検査で分離された豚丹毒菌のうちワクチン株に由来するものの実態をＤＮＡ解

析により調査した。 

２．材料および方法：平成１５年４月から平成１６年７月までに当センターにおいて分離された豚

丹毒菌（１４農家５８検体）及び豚丹毒生ワクチン（小金井株）を用い、ＲＡＰＤ－ＰＣＲ法によ

りＤＮＡ解析を行った。プライマーはＤ９３５５（5' CCG GAT CCG TGA TGC GGT GCG 3'）を使用し

た。 

３．成績および考察：解析の結果、５８株中４０株（６９％）はワクチン株と同一パターンを示

した。不一致パターンは１８株でこれは野外株であると考えられた。平成１５年度の豚丹毒による

廃棄頭数のうち、廃棄頭数が多い４農場のもの（Ａ農場、Ｂ農場、Ｃ農場、Ｄ農場）は全体の５７％

を占めており、このうちＡ農場については１２検体中１１検体がワクチン株と不一致パターンであ

ったが、Ｂ、Ｃ、Ｄ農場ではワクチン株と同一パターンを示すものが大半であった（Ｂ農場：４／

５；Ｃ農場：７／７；Ｄ農場：５／８）。このことからＡ農場では、野外株、他の３農場ではワクチ

ン株が豚丹毒発生に関与していることが示唆された。 現在、当センターでは豚丹毒の発生につい

て農場にフィードバックを行っているが、提供している情報は発生頭数のみであるため今後は発生

原因を含めたデータを提供することで、豚丹毒発生抑制のための効果的な指導に寄与することがで

きるものと思われる。また、今回行ったＲＡＰＤ－ＰＣＲ法は、現行のワクチンマーカーとして定

義されていないため、本法によって得られた結果によってワクチン株か否かを決定することはでき

ないのが現状であるが、解析データの蓄積が進めばワクチン株と野外株を簡便に判別できる方法に

なるものと期待される。 


